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秋晴れの空の下で
毎年体育の日に行われる町立保育所の合同運動会。今年は台風の影
響によって延期となり体育の日の翌週、10月19日に行われまし
た。台風が過ぎ去った秋晴れの空の下、子どもたちは元気いっぱい
にかけっこをしたり、お遊戯をしたりしていました。

広報



歌や踊りが大好きでいつも元気いっぱいなふたり。これからどんな姉妹に
なるのか楽しみにしてます。誕生日、おめでとう�

（父　惇誓さん・母　茉紀さん・弥生）

まちの話題 My Town Topics

2014.11−２

西
に し ぞ の

薗永
と う ご

護くん
平成23 年11 月 21 日生まれ
いつも家族に笑顔をありがと
う。弟のえいきにもいつも優し
いね。お片付けも上手になった
ね。これからも明るい笑顔でい
てね。（父　征洋さん・母　幸樹
さん・八尋）

熊
く ま い

井深
み つ き

月ちゃん
平成25 年11 月 27 日生まれ
１歳のお誕生日おめでとう�
じぃじとばぁばに見守られ、お
姉ちゃんたちにかわいがられ、
たくましく育ってね。我が家に
きてくれてありがとう。（父　康
之さん・母　久美子さん・古門）

毛
も う り

利美
み さ き

紗紀ちゃん
平成23 年11 月 16 日生まれ

毛
も う り

利千
ち さ き

紗紀ちゃん
平成25 年11 月 29 日生まれ

　7 月に大豆の種

をまいてから３か

月が経ちました。

10 月 14 日 は 西

川小学校の３年生

が、20 日には古

月小学校の３年生

が翌日（西川小は

翌々日）の枝豆販売に向けて収穫や袋詰めなどの準備を行い

ました。販売は両小学校ともサングリーン鞍手前に特設の

テントを建てて行い、児童たちは「おいしい枝豆いかがで

すか」と大きな声で枝豆のおいしさをアピールしたり、試

食の枝豆を持ってまわったりしていました。物を売ること

の大変さを知ると同時に売れたときの達成感を味わうこ

とができたようです。この大豆は食育の活動に取り組む鞍

手町農業女性の会の皆さんの協力のもと自分たちで育て

たものです。【写

真：左上は古月

小の児童が枝豆

の計量を行って

いる様子、右下

は西川小の児童

が販売を行って

いる様子】

採りたて枝豆のお味は !?
▶西川小・古月小の３年生が枝豆収穫と販売

　９月 23 日、町
立体育館でバス
ケットボール教
室が開催され、剣
ミニバスケット
ボールチームと
鞍手北・南中学校
バスケットボー
ル部の子どもた

ちが参加しました。講師はプロバスケットボールチーム『ラ
イジング福岡』の元選手・川

かわ

面
づら

剛
つよし

さん。「こんな練習が実
際の試合の役に立つの？と思うかもしれないけれど、まず
はボールを扱う感覚や体の感覚を養ってほしい」と、ボー
ルを二つ使って行うドリブルなど楽しく行える練習を子ど
もたちに紹介していました。練習の後には試合形式で『川
面さんチーム』対『参加者チーム』の対決も行われました。
華麗なドリブルやダンクシュートなど川面さんの魅せるプ
レーに、もはや勝ち負けなど関係なく、参加者全員が釘付
けになっていま
した。いつの日
か、この教室の
参加者の中から
川面さんのよう
な ト ッ プ ア ス
リートが生まれ
ることを期待し
ましょう。

川
か わ

面
づ ら

剛
つよし

さんがやってきた！
▶ふくおかスポーツ夢体験事業「トップアスリート派遣」
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11月生まれ Happy birthday to you.
坂
さ か い

井秋
あ き ふ み

文くん
平成25 年11 月５日生まれ
大好きなあきちゃん、１歳のお誕
生日おめでとう�毎日たくさん
の幸せと笑顔をありがとう。た
くましくて優しい子になってね。

（父　康浩さん・母　優子さん・
弥生）

内
う ち う み

海仁
に ー な

那ちゃん
平成23年11月１生まれ

３歳のお誕生日おめでとう♪い
つも弟に優しいニーナ♥ときど
きものすごくじゃじゃ馬で困っ
たちゃんになるけど大好きで
す。これから先もずっと素敵な
人生を歩めますように�（父　
崇さん、母　京子さん・中山）

市
い ち の せ

之瀬希
の あ

空ちゃん
平成23 年11 月７日生まれ
のあちゃん、３歳のお誕生日お
めでとう♪いつもニコニコ素敵
な笑顔でたくさんの人に愛され
ていますね。これからも、すくす
く元気に育ってね�（父　順一
さん・母　ともみさん・八尋）

すくすく
日記
お待ちしています

「すくすく日記」のコーナーでは、発行月
に誕生日を迎える満３歳までのちびっ子
を募集しています。12月生まれは、11月
11 日（火）までに役場政策推進課☎４２
局２１１１番へお申し込みください。

▼

　毎年体育の日に行われる町立保育所の合同運動会。今年
は台風の影響によって体育の日に行うことができず、翌週
に延期となりました。そして迎えた 10 月 19 日。この日は
雲一つない快晴で最高の運動会日和となり、無事に運動会
が行われました。プログラムはかけっこやお遊戯、保護者
と一緒の競技など盛りだくさんでした。子どもたちは元気
いっぱいに走ったり、一生懸命に踊ったりと楽しい１日を
過ごしていました。

ちびっ子たちの運動会
▶町立保育所合同運動会

　10 月 17 日から 19 日の３日間は芸術の祭典。中央公
民館では公民館まつりが、町立体育館では美術展が開催さ
れました。18 日には、フラダンスや大正琴、朗読やコー
ラスなどの自主サークルの実技発表があり、展示コーナー
においては、１年間の集大
成である思い思いの作品
が展示されました。また、
美術展にも 1,310 点の作
品が出品され、来場者たち
は町の芸術家の作品に見
入っていました。

　10 月15日、町立体育館で、鞍手町青色防犯パトロール推
進大会が行われました。大会には直方警察署署長を始め多く
の警察関係者、各学校関係者や各小学校校区で日頃から青色
回転灯を装備した車で防犯パトロールを行っているパトロール
隊など総勢 70 人が参加しました。式典では直方地区地域安
全推進隊室木校区班長の松尾健一さんが決意表明をし、各小
学校区で組織された自主防犯パトロール車 18 台が西川・室木
小学校区コース、古月・新延小学校区コース、剣南、剣北小
学校区コースの３つのコースに分かれて、車
両パレードが行われました。これからも子ど
もたちの安全安心のため、活躍を期待します。

公民館まつりと美術展
▶思い思いの作品と熱いステージ

子どもの安全見守り隊
▶平成 26 年度鞍手町青色防犯パトロール推進大会
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楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号
も忘れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

直
鞍
一
周
駅
伝
競
走

参
加
チ
ー
ム
募
集

●
第
69
回
直
鞍
一
周
駅
伝
競
走
大
会
実
行
委
員
会

直
鞍
の
ま
ち
を
颯さ

っ
そ
う爽
と
駆
け
抜
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
き　

１
月
25
日
（
日
）
午
前
10

時
ス
タ
ー
ト
予
定
（
雨
天
決
行
）

●
参
加
資
格　

一
般
社
会
人
で
編
成

し
た
チ
ー
ム
（
専
門
学
校
は
可
）

た
だ
し
、
高
校
生
以
上
の
学
生
は

３
人
ま
で
。
原
則
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
25
分
以
内
で

走
れ
る
人

●
参
加
料　

１
チ
ー
ム
１
万
円

●
申
込
期
限　

12
月
15
日
（
月
）
午
後
５
時
ま
で

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

直
方
市
体
育
協
会
（
直

方
市
体
育
館
内
）
☎
２
５
局
２
２
３
７
番
ま
で

風
船
に
た
く
し
た

人
権
の
花

●
役
場
福
祉
人
権
課

10
月
20
日
、
新
延
小
学
校
３
・
４
年
生
の
児
童
た
ち
が

春
か
ら
夏
に
か
け
て
育
て
た
ひ
ま
わ
り
の
種
を
収
穫
し
、

こ
の
ひ
ま
わ
り
の
種
を
入
れ
た
袋
を
エ
コ
風
船
に
つ
け

て
飛
ば
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
風
船

は
大
空
高
く
飛
び
、
山
口
県
秋
吉
台
ま
で
飛
ん
だ
と
い

う
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
人
権
擁
護
委

員
が
人
権
の
花

運
動
の
一
環
と

し
て
行
っ
た
も

の
で
す
。
ま
た
、

12
月
の
人
権
週

間
の
期
間
中
に

中
央
公
民
館
で

「
ひ
ま
わ
り
」
の

生
育
過
程
や
児

童
が
作
成
し
た

作
品
を
展
示
し

ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。 第

25
回
町
長
旗
争
奪

野
球
大
会
結
果

●
鞍
手
町
野
球
連
盟

９
月
７
日
、
14
日
、
21
日
の
日
曜
日
、
第
25
回
鞍
手

町
長
旗
争
奪
野
球
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
チ
ー

ム
は
14
チ
ー
ム
、
白
熱
し
た
試
合
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
丸
数
字
は
順
位
）
①
ジ
ャ

パ
ニ
ー
ズ
②
ミ
サ
ワ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
③
キ
ン
グ

ス
タ
ー
ズ
・
ニ
ュ
ー
ヤ
ン
キ
ー
ス

鞍
手
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
が

感
謝
状
を
受
け
ま
し
た

●
鞍
手
町
教
育
委
員
会

９
月
25
日
、
盛
岡
市
で
第
55
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
研
究
協
議
会
が
行
わ
れ
、
鞍
手
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
会
が
全
国
賛
助
会
員
の
感
謝
状
を
受
け
ま
し
た
。

後
日
９
月
29
日
に
鞍
手
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
の
会

長
で
あ
る
久
保
さ
ん
が
報
告
の
た
め
に
町
長
を
表
敬
訪

問
し
ま
し
た
。
こ
の
感
謝

状
は
、
永
年
に
わ
た
る
功

績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、

久
保
会
長
は
、「
今
後
も
９

人
の
推
進
委
員
と
と
も
に

地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に

邁
進
し
ま
す
」
と
力
強
く

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

陶芸 宮川久信さん
（中山）

渡辺康子さん
（直方市）表装

義姉が書道展に出
品 し た 作 品 で 古 く
なったものを更生し
ました。古い作品を
剥ぐのに苦心しまし
たが甦

よみがえ

り、喜んでも
らえました。

壺を竹篭風に作陶し
てみました。いかに竹
で編んだように見せる
かが苦労したところで
す。作陶仲間の知恵を
借りながら出来たのが
この作品です。面白く
出来たかな？
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すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、陶
芸、俳句、短歌など自慢の一品
は、ありませんか。「広報ぎゃら
りー」では、紙面を彩るあなたの
作品をお待ちしています。作品に
ついての 100 字以内の感想もお願
いします。役場政策推進課☎４２
局２１１１番まで、ご連絡くださ
い。

広報
ぎゃらりー

短歌 吉澤京子さん
（い牟田）

白蓮と伝右衛門の
人間性にスポットを
あて、離別の後の気
持 ち を 詠 い ま し た。
他に「白蓮派 伝右衛
門派と 噂され 今に生
きづく 飯塚の民」こ
の歌もその連歌です。
白蓮は真の強い人で
あり、伝右衛門は炭
鉱王に相応しい大き
な人だったと書物で
紹介されております。

次
回
は
、
山
本
通
昭
さ
ん
（
新
延
）
で
す
。

Relay Essay

「
あ
～
こ
わ
か
っ
た
」

今
年
も
鞍
手
町
子
ど
も
会
連
絡
協
議

会
主
催
の
「
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
く
ら
て

２
０
１
４
」
が
８
月
31
日
、
夏
休
み
最

後
の
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
の
熱
意
も
伝
わ
り
、
晴
天
に

恵
ま
れ
大
盛
況
で
し
た
。

鞍
手
町
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会
の
役

員
に
な
り
４
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
私

で
は
な
く
主
人
が
で
す
。

昨
年
に
引
き
続
き
、お
化
け
屋
敷
の
担

当
に
な
っ
た
主
人
は
、
実
行
委
員
の
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
ス
マ
ホ
で
怖
い
写

真
を
調
べ
た
り
、
小
道
具
を
作
っ
た
り

と
、
と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。

今
年
の
お
化
け
屋
敷
は
ど
う
で
し
た

が
い
た
ら
、
ぜ
ひ
お
す
す
め
下
さ
い
。

き
っ
と
い
い
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

大
人
の
方
も
一
度
子
ど
も
た
ち
の
お

世
話
を
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
。
子
ど
も
た
ち
と
沢
山
ふ
れ
あ
え
、童

心
に
戻
れ
て
き
っ
と
き
っ
と
楽
し
い
で

す
よ
�

私
の
主
人
が
そ
う
で
す
か
ら
（
笑
）

か
？ 

私
は
子
ど
も
た
ち
が
メ
イ
ク
し

た
生
首
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
と
て
も
怖

か
っ
た
で
す
。

今
、地
区
の
子
ど
も
会
は
少
な
く
な
り

ま
し
た
。
私
が
子
ど
も
の
頃
は
、
小
学

生
の
ほ
と
ん
ど
が
子
ど
も
会
に
入
会
し

て
い
て
色
々
な
行
事
に
参
加
し
、
人
と

の
繋
が
り
が
あ
り
ま
し
た
が
少
子
化
の

影
響
で
し
ょ
う
ね
…
…
。

だ
か
ら
こ
そ
子
ど
も
た
ち
に
は
、リ
ー

ダ
ー
研
修
や
ソ
フ
ト
ド
ッ
ジ
の
大
会
に

気
軽
に
参
加
し
て
、
色
々
な
人
と
の
繋

が
り
を
学
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

来
年
、リ
ー
ダ
ー
研
修
や
子
ど
も
フ
ェ

ス
タ
の
実
行
委
員
に
参
加
し
よ
う
か
ど

う
し
よ
う
か
迷
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
星
知
子
さ
ん
（
新
延
・
45
歳
）

VOL
188

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー

　
晴
れ
た
ら
い
い
ね
。

次
回
は
、
岡
松
勝
紀
さ
ん
（
新
延
）
で
す
。

花田弘子さん
（新延）リフォーム

お友達からいただ
いた大柄の大島でワ
ンピースにデザイン
しました。

そ
の
後
の  

白
蓮
身
の
た
つ  

気
遣
い
に

川
筋
者
の  

酔
を
称
え
る

福
岡
県
民
体
育
大
会
結
果

●
鞍
手
町
体
育
協
会

９
月
20
日
と
21
日
に

第
57
回
福
岡
県
民
体
育

大
会
秋
季
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
鞍
手
町
も

鞍
手
郡
の
代
表
と
し
て
各
種
目
に
出
場
し

ま
し
た
。
上
位
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

し
た
。

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技　

▽
一
般
女
子
の

部
Ｃ
パ
ー
ト=

３
位

●
陸
上
競
技　

▽
青
年
男
子
五
千
メ
ー
ト

ル
＝
金
森
匡
昭
（
６
位
・
15
分
39
秒
）

▽
壮
年
男
子
40
歳
代
百
メ
ー
ト
ル
＝
森

健
一
郎
（
４
位
・
13
秒
09
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
通
販
サ
イ
ト
「
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｅ
ｓ
ｇ
（
く

ら
て
エ
ス
ジ
ー
）」
が
10
月
１
日
か
ら
、新
た
に
「
自
治
体
特
選
ス
ト
ア
鞍
手
」

へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
新
し
い
通
販
サ
イ
ト
は
知

名
度
の
高
い
、
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
（
ヤ
フ
ー
）
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
開
店
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
全
国
の
皆
様
が
今
ま
で
以
上
に
、
気
軽
に
鞍
手
の
特
産
品

を
お
買
い
求
め
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

町
で
は
、
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
「
自
治
体
特
選
ス
ト
ア
鞍
手
」

で
販
売
す
る
鞍
手
の
特
産
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
要
件
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の
う
え
、
必
要
書
類

を
役
場
地
域
振
興
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
地
域
振
興
課
☎
４
２
局

２
１
１
１
番
ま
で

「
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｅ
ｓ
ｇ
」
が

「
自
治
体
特
選
ス
ト
ア
鞍
手
」
へ
と
変
わ
り
ま
し
た

●
役
場
地
域
振
興
課

自治体特選ストア鞍手 検索
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／ 11 月の休館日は、５日（水）です
／開館時間は午前９時から午後５時まで／返却期限が過ぎている本は、至急ご返却ください

ほん
大好き

中央公民館図書室☎42局7200番

中央公民館
図書室からの
お知らせです。BookINFORMATION

頭取命令で経営再建中の帝国航空を任
された半沢は、５００億円もの債権放
棄を要求する政府の再生タスクフォー
スと激突する。プライドを賭け戦う半
沢に勝ち目はあるのか？シリーズ最大
の倍返し�

銀翼のイカロス
作＝池井戸潤

中でもこの本がオススメです。

● 一般の本

向かい風で飛べ！（作＝乾 ルカ）
紙の月（作＝角田 光代）
金色機械（作＝恒川 光太郎）
春風伝（作＝葉室 麟）
ちっぽけな恋（作＝池永 陽）
切り絵のポイント８１（作＝桜 まあち）

今月新しく入りました。
● 子どもの本

みんなでんしゃ（作＝薫 くみこ）
ふたごの たこたこウインナー（作＝林 木林）
しきぶとんさん かけぶとんさん まくらさん（作＝高野文子）
ほしをもったひめ（作＝八百坂 洋子）
ばななせんせいとおさんぽ（作＝得田之久）
風力鉄道に乗って（作＝斉藤 洋）

ド
イ
ツ
の
あ
る
原
子
力

発
電
所
で
爆
発
事

故
が
起
き
、
町
は
パ

ニ
ッ
ク
に
陥
っ
た
。
十
四
才

の
少
女
ヤ
ン
ナ
・
ベ
ル
タ
が

小
学
二
年
生
の
弟
と
共
に
、

せ
ま
っ
て
く
る
“
見
え
な
い

雲
”
か
ら
逃
げ
る
地
獄
の
数

週
間
を
書
く
。
で
き
れ
ば
嫌

な
事
は
考
え
た
く
な
い
、
恐

ろ
し
い
物
は
見
た
く
な
い
、

何
も
知
ら
ず
何
も
知
ろ
う
と

し
な
い
祖
父
母
と
対
峙
す
る

場
面
は
、
私
の
心
を
が
っ
し

り
と
掴
み
離
し
て
く
れ
ま
せ

ん
。

の

本
だ
な

春
の
桜
、
夏
の
海
、
秋
の
紅
葉
、
冬
の
雪
…
。

美
し
い
四
季
が
体
感
で
き
る
の
は
日
本
人
の
特
権
。

そ
ん
な
私
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
、

読
み
た
く
な
る
「
旬
」
の
本
が
あ
り
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
「
旬
の
本
だ
な
」。

11
月
は
「
雲
」
を
テ
ー
マ
に

２
冊
の
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

紹
介
者
は
友
枝
欣
子
さ
ん
（
鞍
手
町
文
庫
連
絡
会
）
で
す
。

サムは、図書館に住むねずみです。子
どもの調べものコーナーのうしろの、
小さな穴のなかで暮らしています。サ
ムは、とにかく本を読むのが大好き。
いろいろな本をたくさん読んで、とう
とう「自分で本を書いてみよう！」と
思うようになりました。完成した本を
図書館にこっそり置くと、大人気に
なってしまい……

としょかんねずみ
作＝ダニエル・カーク

くもの日記ちょう
作＝長新太

○
月
○
日
（
は
れ
）

ぼ
く
は
、
く
も
だ

ぞ
。
く
も
を
つ
か

む
よ
う
な
日
記
の
は
じ
ま
り

だ
ぞ
。
も
く
も
く
、
も
く
も

く
、
い
き
て
い
く
ぞ
！

　
優
し
い
色
合
い
、
読
み
易

い
字
、
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
度

に
ふ
ん
わ
り
引
き
込
ま
れ
て

い
く
絵
本
で
す
。

見えない雲
作＝グードルン・パウゼヴァング
訳＝高田ゆみ子

※ 11 月の新刊は、４日（火）からの貸出となります。
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HealthDr. 古野の

調子は
いかが？
くらて病院☎42局1231番

くらて病院スタッフ。
からの健康。

アドバイスです。 ADVICE

？
目
に
見
え
る
症
状
が
な
く
て
も
「
慢
性
腎
臓
病
」
を
患
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
す
ぐ
に
透
析
を
行
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
定
期
的
に
血
液
・
尿
検
査

を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

古
野
郁
太
郎
さ
ん
・
ふ
る
の
い
く
た
ろ
う
・
平
成
23
年
に
産
業
医
科
大
学
医
学
部
医
学
科
を
卒
業
後
、
北
九
州
市
立
八
幡
病
院
内
科
、
産
業
医
科
大
学
病
院
第
2
内
科

な
ど
を
経
て
、
平
成
26
年
4
月
よ
り
く
ら
て
病
院
腎
臓
内
科
・
透
析
科
に
勤
務
。

【
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
】

血
液
検
査
で
腎
臓
が
少
し
悪
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
今
の
と
こ
ろ
症
状
な
ど
は
特
に

な
い
の
で
、
透
析
の
必
要
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
（
54
歳
・
女
性
）

腎
臓
病
も
様
々

　
「
腎
臓
病
」
と
一
口
に
言
っ
て
も

様
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。「
急
性

腎
炎
」
や
「
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群
」

な
ど
急
性
の
腎
臓
病
で
は
急
激
な

む
く
み
や
倦
怠
感
が
起
き
ま
す
が
、

「
慢
性
腎
臓
病
」
は
腎
臓
機
能
を
9

割
方
失
う
ま
で
症
状
が
出
ま
せ
ん
。

ぎ
り
ぎ
り
ま
で
何
と
も
な
い
の
で

す
。そ
の
た
め
気
が
付
い
た
時
に
は

す
で
に
命
に
係
わ
る
か
も
し
れ
な

い
と
い
う
怖
さ
が
あ
り
ま
す
。血
液

検
査
で
腎
臓
が
少
し
悪
い
と
診
断

さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、す
ぐ
に
透

析
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、定
期

的
に
血
液
・
尿
検
査
を
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

透
析
と
は

　

い
よ
い
よ
腎
臓
が
力
尽
き
た
と

き
に
、
機
械
が
腎
臓
の
代
わ
り
を

す
る
治
療
法
が
「
透
析
」
で
す
。

腎
臓
を
他
人
の
も
の
と
取
り
換
え

る
「
腎
移
植
」
も
あ
り
ま
す
が
、

大
き
な
手
術
に
な
り
ま
す
。
腎
臓

の
仕
事
は
複
雑
で
す
の
で
、
そ
の

代
役
は
生
半
可
な
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
透
析
に
な
れ
ば
５
時
間

の
通
院
治
療
が
週
３
回
、
一
生
涯

必
要
に
な
り
ま
す
。
透
析
せ
ず
に

済
む
の
が
一
番
で
す
。

生
活
習
慣
病
と
の
関
係

　

慢
性
腎
臓
病
は
様
々
な
原
因
で

起
き
ま
す
が
、
そ
の
中
に
は
工
夫

次
第
で
遠
ざ
け
ら
れ
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
高
血
圧
症
、
糖

尿
病
、
高
脂
血
症
な
ど
の
生
活
習

慣
病
で
す
。
私
た
ち
の
身
体
は

日
々
口
に
入
れ
た
も
の
で
成
り

か
ら
の
〝
Ｓ
Ｏ
Ｓ
”
サ
イ
ン
で
す
。

症
状
が
な
い
の
は
内
臓
が
頑
張
っ

て
帳
尻
を
合
わ
せ
て
い
る
お
か
げ

な
の
で
す
。
生
活
習
慣
病
の
一
番

の
不
孝
は
、「
早
死
に
す
る
こ
と
」

よ
り
も
「
早
く
体
が
い
う
こ
と
を

き
か
な
く
な
る
こ
と
」
だ
と
私
は

思
い
ま
す
。
命
の
続
く
限
り
、
自

由
に
動
く
身
体
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
は
か
か
り
つ
け
の
先
生
に
相

談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
当
科
は

火
曜
日
と
金
曜
日
に
外
来
を
行
っ

て
い
ま
す
。

立
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
食
事

は
偏
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

塩
分
や

糖
分
、
油
、
酒
を
た
く
さ
ん
摂
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？ 

偏
食
が
５
年
、

10
年
と
続
け
ば
体
内
環
境
は
次
第

に
乱
れ
、
や
が
て
狂
い
ま
す
。
そ

の
間
も
腎
臓
は
ず
っ
と
無
理
を
し

て
い
る
の
で
す
。

Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
イ
ン
見
逃
さ
な
い
で

　

採
血
で
血
糖
値
が
高
い
、
血
圧

が
高
い
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高

い
と
言
わ
れ
て
も
ピ
ン
と
き
ま
せ

ん
よ
ね
。
薬
が
効
い
て
も
、
こ
れ

と
い
っ
て
身
体
に
変
化
を
感
じ
ら

れ
ず
、
た
だ
楽
し
み
を
奪
わ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
、
騙
さ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
す
が
、
検
査
値
の
異
常
は
身
体
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いきいき
健康

だより
総合福祉センター☎42局8812 番

健康や各種健診
についての
お知らせですHealthINFORMATION

妊娠がわかったら、早めに母子健康手帳の交付を
受けましょう。妊娠中の生活や制度などについて保
健師が説明します。
● とき　毎週水曜日の午前 10 時から 11 時 30 分ま

で①必ず妊婦本人がお越しください②日時の都合
がつかない場合はご相談ください

● ところ　総合福祉センター保健棟
● 必要なもの　妊娠届出書（ある人のみ）

母子健康手帳の交付

秋の総合健（検）診のお知らせ
特定健診、各種がん検診を次のとおり行います。

受診を希望する人は健（検）診希望日の２週間前まで
に電話でお申し込みください。また、申込書が自宅
に届いている場合は、必要事項を記入してご返送く
ださい。生活習慣病予防のためにも年に 1 度は必ず
健（検）診を受け、健康づくりに取り組みましょう。

　11 月の乳幼児健診は次のとおりです。該当者に
は事前に通知をしています。ご確認ください。
● とき　健診の内容によって異なりますので詳細は

通知（案内）書をご確認ください
● ところ　総合福祉センター保健棟
● 内容　身体測定・問診・小児科医診察・育児相談・

栄養相談など
区　分 期　日 対象児

４か月健診 11月13日㈭ 平成 26 年 6 月 17 日から
平成 26 年 7 月 16 日生まれ

７か月健診
11月27日㈭

平成 26 年 3 月 28 日から
平成 26 年 5 月 1 日生まれ

12 か月健診 平成 25 年 11 月 01 日から
平成 25 年 11 月 30 日生まれ

１歳半健診
11月 6日㈭

平成 25 年 4 月 3 日から
平成 25 年 5 月 6 日生まれ

３歳児健診 平成 23 年 10 月 3 日から
平成 23 年 11 月 6 日生まれ

乳幼児相談 11月26日㈬ 平成 26 年 8 月 24 日から
平成 26 年 9 月 27 日生まれ

※乳幼児相談は、身体測定・育児相談・栄養相談を行います。
　申し込みは不要です。お気軽にお越しください。
● 問い合わせ　総合福祉センターまで

乳幼児健診・相談

成人用肺炎球菌の予防接種

と　き ところ
11 月 16日（日）、17日（月）、18日（火）総合福祉センター
● 受付時間　午前８時 30 分から 10 時 30 分まで
● 健（検）診内容　各種がん検診（胃がん・肺がん・

大腸がん・前立腺がん・子宮がん・乳がん・肝炎
ウィルス）、結核検診、特定健診、基本健診

● 申し込み・問い合わせ　総合福祉センターまで

水痘ワクチンの予防接種
10 月から、水痘（水ぼうそう）ワクチンの予防

接種が定期接種になりました。水痘ワクチン接種を
していないお子さんは必ず接種しましょう。
● 対象者　生後 12 か月から 36 か月（ただし、平成

26 年度は 36 か月から 60 か月も対象）
● 接種回数　２回（ただし、生後 36 か月から 60 か

月は１回）
● 接種できる医療機関　できるだけかかりつけの医

療機関で予約をして接種してください。福岡県広
域予防接種委託医療機関であれば接種できます

10 月から、成人用肺炎球菌の予防接種の定期接
種が始まりました。肺炎球菌感染症の発生・重症化
予防のため、予防接種を受けましょう。
● 接種期間　平成 26 年 10 月１日から平成 27 年３

月 31 日まで
● 対象者　①今年度、「65 歳・70 歳・75 歳・80 歳・85 歳・

95 歳」及び「100 歳以上」になる人（※過去に成
人用肺炎球菌の接種を受けたことある人は対象外
です）② 60 歳以上 65 歳未満で心臓やじん臓、呼
吸器に重い病気がある人（身体障害者手帳１級程
度）及びヒト免疫不全ウイルスにより日常生活が
ほとんど不可能な程度の障害を持ち、接種を希望
する人

● 接種料金　2,500 円。なお上記対象者のうち生活保
護世帯の人は接種料金が無料（診療依頼書が必要）
になります

● 接種できる医療機関　できるだけかかりつけの医
療機関で予約をして接種してください。福岡県広
域予防接種委託医療機関であれば接種できます。
委託医療機関かどうかは、病院にお尋ねしていた
だくか、総合福祉センターまでお問い合わせくだ
さい。

鞍手町では、町内医療機関に限り、平成 26 年
4 月より高齢者の肺炎球菌予防接種の費用を一部

（3,500 円）助成しています。詳しくは 16 ページ右下
の「高齢者の肺炎予防に強い味方」をご覧ください。

～上記の定期接種に該当しない人へ～



SupportCOMMENT国保からの
お知らせです  国保の

そこが知りたい
役場保険年金班 ☎42局2111番

わ
が
家
の
医
療
費
に

関
心
を

持
っ
て
み
ま
し
ょ
う

医
療
費
は
、
病
院
の
種
類
や
患
者

の
年
齢
、
受
診
時
間
、
受
診
方
法

等
で
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
医
療
費

を
支
払
っ
て
し
ま
え
ば
あ
ま
り
確

認
し
な
い
医
療
費
通
知
や
明
細
書

に
関
心
を
持
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

病
院
に
か
か
っ
た
と
き
、
医
療
費

は
い
く
ら
か
か
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
外
来
、
入
院
い
ず
れ
も
自

己
負
担
額
（
１
割
か
ら
３
割
）
を

窓
口
で
支
払
う
だ
け
な
の
で
、
医
療

費
が
い
く
ら
か
か
っ
た
か
は
意
識
し

に
く
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
医
療
費
の
額
な
ど
を

お
知
ら
せ
す
る
医
療
費
通
知
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、実
際
に
か
か
っ

た
医
療
費
を
確
認
し
て
も
ら
い
、

健
康
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
国

民
健
康
保
険
の
健
全
な
運
営
に
結

び
付
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
送

ら
れ
て
き
ま
す
。

医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
高
額

に
な
っ
た
と
き
は
、「
高
額
療
養

費
」
に
よ
っ
て
支
払
っ
た
医
療
費

が
戻
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
申
請
や
申
告
に
は
領
収
書
が

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
医
療
機

関
か
ら
も
ら
っ
た
領
収
書
は
大
切

に
保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
せ
っ
か
く
も
ら
う
の
だ
か
ら
、

無
駄
に
せ
ず
、
明
細
書
の
項
目
な

ど
を
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
し
、
自

分
が
受
け
た
医
療
の
内
容
や
情
報

を
把
握
し
、有
効
に
活
用
し
ま
し
ょ

う
。

①
時
間
外
受
診
を
減
ら
す

休
日
や
夜
間
等
の

時
間
外
受
診
は
、
割

増
料
金
が
か
か
り
ま

す
。「
待
ち
時
間
が
少

な
い
」
等
の
安
易
な

理
由
に
よ
る
受
診
は
避
け
ま
し
ょ

う
。

②
重
複
受
診
は
避
け
る

安
易
な
理
由
で
受
診
す
る
「
重

複
受
診
（
は
し
ご
受
診
）」
は
避
け

ま
し
ょ
う
。「
初
診
料
」
を
再
度
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
け
で

な
く
、
す
で
に
受
け
た
検
査
も
繰

り
返
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

は
医
療
費
の
無
駄
に
な
り
ま
す
。

処
方
さ
れ
て
い
る
薬
に
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
が
あ
れ
ば
、
積
極

的
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

①
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

新
薬
と
し
て
最
初
に
発
売
さ
れ

た
薬
は
特
許
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

開
発
し
た
メ
ー
カ
ー
が
独
占
的
に

そ
の
薬
を
製
造
販
売
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
れ
を
「
先
発
医
薬

品
」
と
い
い
ま
す
。
先
発
医
薬
品

の
特
許
期
間
は
20
年
か
ら
25
年
で
、

こ
の
期
間
が
切
れ
る
と
、他
の
メ
ー

カ
ー
も
同
じ
成
分
、
同
じ
効
果
の

薬
を
製
造
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
を
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
（
後
発
医
薬
品
）」
と
い
い
、

医
療
機
関
で
処
方
さ
れ
、
効
き
目

は
同
じ
で
安
価
薬
な
の
で
、
薬
代

の
負
担
が
軽
く
な
り
ま
す
。

②
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更

す
る
に
は

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
を
使
う
に
は
医

師
の
処
方
が
必
要

で
す
。
医
師
ま
た
は

薬
剤
師
と
相
談
し
ま

し
ょ
う
。
変
更
を
お
願
い
し
に
く

い
場
合
に
は
、「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
希
望
カ
ー
ド
」
を
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

医
療
費
通
知
は

何
の
た
め
に

送
ら
れ
る
の
か

上
手
な

病
院
の
か
か
り
方

領
収
書
は
大
切
に

保
管
し
ま
し
ょ
う

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
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防災
情報

災害を防ぐため
に役立つ情報を
お届けします

役場総務課☎42局2111番SupportCOMMENT

自主避難に関するお知らせ
自主避難とは

自主避難所の利用手順と注意事項

　町が「避難準備情報」や「避難勧告」、「避難指示」を発令する前に、自己の判断で避難することを
自主避難といいます。これは、大雨・台風接近等の自然災害などで身の回りに危険（リスク）を感じ、
個人または家族単位で自主的に行う避難を意味します。

①自主避難所とは
　自主避難所は、町が避難準備情報、避難勧告、避難指示を発令する際に開設する避難所とは異なり、
一時的に開設するものです。自主避難者は人数が少数であることが想定されるため、町では公的な
自主避難所として「鞍手町中央公民館」のみの開設を想定しています。ただし、各区の自治公民館
を自主避難所として開設していただくようお願いをする場合もあります。

②自主避難をするには
・大雨や洪水で災害の発生が予想される場合や、台風接近により暴風域に入る前に自主避難所へ持っ

ていくものは「自主避難グッズ」を参照し準備してください。
・すべての避難所が開設されるものではありません。自主避難を希望される場合は、必ず

役場総務課へご連絡ください。

③自主避難所を利用する際の注意点
・飲料水、食事、寝具などは、各自で準備し持参してください。
・ペットの持ち込みはご遠慮ください。
・一旦避難したら危険防止のため、施設への出入りは最小限にして

ください。

▶飲料水　ペットボ
トル入りのものが持
ち運びにも便利です。

▶非常食　調理せず
に 食 べ ら れ る も の
を。賞味期限がある
ので定期的な交換も
必要です。

▶その他　現金やラ
イター、身分証明書の
コピー、軍手、衣類
があると便利です。避
難時にも役立ちます。

▶救急薬品　ばんそうこ
うや消毒液などちょっと
したケガのために。常備
薬がある場合は一緒に
用意しておきましょう。

▶寝具　自主避難所で
は寝具の貸出を行って
いません。季節に合わ
せた寝具の準備をしま
しょう。

これだけは
そろえておきたい

自主避難
グッズ

2014.11−10



私立幼稚園就園奨励費補助
のお知らせ

●補助対象となる世帯

●申請の手続き

●ご注意ください

問い合わせ　鞍手町教育委員会　☎４２局７２０２番まで

補助対象となる世帯及び限度額

保育料等の補助を受けることができる世帯は、次のすべての要件
を満たす世帯です

①園児が私立幼稚園（町外の幼稚園を含む）に在園していること
②園児が満３歳児以上で小学校就学前であること
③園児が鞍手町に居住し、住民登録をしていること

➢ 補助金額は、当該年度に幼稚園に納めた入園料・保育料の範囲内となります。
➢ 中途入・退園、休園又は転入・転出の場合は、月割計算します。
➢ 所得割額は園児の父母分を合算します。また住民票上の世帯主が父母以外で、園児の父母ともに非課税の場合は

世帯主の町民税所得割額も合算して所得階層区分を決定します。
➢ 町民税の所得割額は、住宅借入金等特別税額控除等がある場合には、適用前の額となります。

世帯区分 就園児の順位

補助限度額（年額）
小学校１～３年生に

兄姉が
いない園児

小学校１～３年生に
兄姉が

１人いる園児

小学校１～３年生に
兄姉が

２人以上いる園児

１ 生活保護世帯
園児１人目

308,000 円園児２人目
園児３人目以降

２
町民税非課税世帯または
町民税の所得割額が０円

（均等割のみ課税）の世帯

園児１人目 199,200 円 253,000 円
308,000 円園児２人目 253,000 円

308,000 円
園児３人目以降 308,000 円

３ 町民税の所得割額が
基準額①以下となる世帯

園児１人目 115,200 円 211,000 円
308,000 円園児２人目 211,000 円

308,000 円
園児３人目以降 308,000 円

４ 町民税の所得割額が
基準額②以下となる世帯

園児１人目 62,200 円 185,000 円
308,000 円園児２人目 185,000 円

308,000 円
園児３人目以降 308,000 円

５ 上記区分以外の世帯
園児１人目 円 154,000 円

308,000 円園児２人目 154,000 円
308,000 円

園児３人目以降 308,000 円
※基準額①： 34,500 円＋（16 歳未満の扶養人数× 21,300 円）＋（16 歳以上 19 歳未満の扶養人数× 11,100 円）
　基準額②：171,600 円＋（16 歳未満の扶養人数× 19,800 円）＋（16 歳以上 19 歳未満の扶養人数× 7,200 円）

申請される方は、下記の必要書類を幼稚園に提出してください

①保育料等減免措置に関する調書
②添付書類　※詳細については、申請書と一緒に配布する「おしらせ」

をご覧ください

　鞍手町では、平成 27 年度から幼児教育の普及・充実及び、
保護者の経済的負担軽減のため、お子さんを幼稚園に就園
させている保護者の人に、町民税額に応じて保育料等の一
部を補助する「就園奨励費補助金」の交付を行います。

11− 2014.11



今
月
の
納
税
（
11
月
）

●
国
民
健
康
保
険
税
︱
第
６

期
分

納
期
限
は
11
月
25
日
（
火
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督

促
手
数
料
は
一
通
に
つ
き
百

円
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
ま
で

今
月
の
納
付
（
11
月
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
︱

第
５
期
分

納
期
限
は
11
月
25
日
（
火
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督

促
手
数
料
は
一
通
に
つ
き
百

円
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

納
期
限
は
12
月
１
日

個
人
事
業
税
の
納
税
を

お
忘
れ
な
く

個
人
で
事
業
を
営
ま
れ
て

い
る
皆
さ
ん
、
11
月
は
個
人

事
業
税
の
第
２
期
分
の
納
付

月
で
す
。
県
税
は
、
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
貴

重
な
財
源
。
忘
れ
ず
に
納
め

ま
し
ょ
う
。
納
税
は
、
便
利

で
安
全
な
「
口
座
振
替
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
納
期
限　

12
月
１
日
（
月
）

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
飯

塚
・
直
方
県
税
事
務
所
課

税
第
一
課
事
業
税
係
☎

（
０
９
４
８
）
２
１
局
４
９

０
３
番
ま
で

税
・
保
険
料
の
納
付
は

安
心
・
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
で

個
人
が
納
め
る
町
税
や
保

険
料
は
、
口
座
振
替
に
す
る

と
金
融
機
関
へ
行
く
手
間
が

い
ら
ず
、
納
め
忘
れ
も
な
く

て
安
心
で
す
。
毎
月
15
日
ま

で
に
手
続
き
を
す
れ
ば
翌
月

か
ら
口
座
振
替
が
で
き
ま
す
。

申
込
用
紙
は
町
内
の
金
融
機

関
や
役
場
税
務
住
民
課
、
保

険
健
康
課
に
あ
り
ま
す
。

●
必
要
な
も
の　

納
税
通
知

書
、
通
帳
、
通
帳
登
録
印

●
取
引
金
融
機
関　

直
鞍
農

協
、
福
岡
ひ
び
き
信
用
金

庫
、
福
岡
銀
行
、
西
日
本

シ
テ
ィ
銀
行
、
郵
便
局

●
振
替
日　

毎
月
25
日
（
金

融
機
関
が
休
み
の
場
合
は

次
の
営
業
日
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
・
保
険
健

康
課
保
険
年
金
班
ま
で

白
色
事
業
者
が
対
象

記
帳
・
決
算
説
明
会
を

行
い
ま
す

平
成
26
年
１
月
か
ら
事
業

所
得
を
有
す
る
す
べ
て
の
人

の
記
帳
と
帳
簿
等
の
保
存
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
鞍

手
町
で
は
次
の
と
お
り
、
宮

若
市
、
直
方
税
務
署
と
合
同

で
、
新
た
に
記
帳
と
帳
簿
等

の
保
存
が
必
要
と
な
る
人
を

対
象
に「
記
帳
・
決
算
説
明
会
」

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

11
月
25
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
か
ら
（
１

時
間
程
度
）

●
と
こ
ろ
　
マ
リ
ー
ホ
ー
ル

宮
田
（
宮
若
市
宮
田
７
２

番
地
１
）

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
ま
で

事
業
者
を
対
象
に

年
末
調
整
の
説
明
会

直
方
税
務
署
で
は
、
事
業

者
を
対
象
に
し
た
年
末
調
整

及
び
法
定
調
書
の
記
載
方
法

の
説
明
会
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。
事
前
に
事
業
者
へ

2014.11−12

税
等

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 ５ ６ ７ ８
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23

30 24 25 26 27 28 29

●鞍手町役場…42 局 2111 番
　　　（FAX…42 局 5693 番）

●中央公民館…42 局 7200 番
●教育課…42 局 7200 番

●歴史民俗博物館…42 局 3200 番
●くらじの郷…42 局 8811 番

●社会福祉協議会…42 局 7800 番
●上下水道課…42 局 0408 番
●中央浄水場…42 局 0417 番
●くらて病院…42 局 1231 番

●鞍寿の里…42 局 1233 番
●鞍手駅…42 局 0980 番

●火災の発生状況…32 局 3211 番

☎ 問い合わせ先 ☎

く
ら
しの
情
報

Calendar
2014 11

確定申告
シリーズ
　　確定申告

農業や営業などの事業所得がある方
は、事前に収入と支出を整理し、収支
内訳書を作成してください。農業所得
の申告資料としては、農協が発行する

「購買品御買上明細書」などがありま
す。収支内訳書の作成がお済みでない
場合には、申告受付順が変更になるこ
とや、受付ができないことがあります。
また、平成 26 年１月から、事業所得
を有するすべての方に記帳・帳簿等の
保存が義務付けられました。白色申告
の方や所得税が発生しない申告の方も
対象です。帳簿には売り上げなどの収
入金額、仕入先や仕入れた物、仕入れ
た金額などを記
入 し、 領 収 書 な
どとあわせて保
存してください。
● 問い合わせ　税に関する問い合わ

せは、役場税務住民課税務班まで

事業所得がある場合は、帳簿・
収支内訳書の作成が必要です

～ ～



お
送
り
す
る
関
係
書
類
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

11
月
19
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

●
と
こ
ろ　

ユ
メ
ニ
テ
ィ
の

お
が
た
（
直
方
市
山
部
）

●
問
い
合
わ
せ　

直
方
税
務

署
法
人
課
税
部
門
☎
２
２

局
０
７
１
９
番
ま
で

税
を
考
え
る
週
間

税
の
意
義
や
役
割
な
ど
に

つ
い
て
考
え
、
税
務
行
政
の

現
状
と
取
り
組
み
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、

11
月
11
日
か
ら
17
日
は
「
税

を
考
え
る
週
間
」
を
設
け
て

い
ま
す
。
平
成
26
年
の
「
税

を
考
え
る
週
間
」
は
テ
ー
マ

を
「
税
の
役
割
と
税
務
署
の

仕
事
」
と
し
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
（http://w

w
w

.
nta.go.jp/kohyo/katsudou/
w

eek

）
で
『
動
画
で
見
る
税

務
署
の
仕
事
』
や
『
イ
ラ
ス

ト
や
グ
ラ
フ
で
見
る
税
の
役

割
』
な
ど
を
公
開
し
て
い
ま

す
。「
税
の
役
割
と
税
務
署
の
仕

事
」
で
検
索
し
て
い
た
だ
く
と

簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す

の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

直
方
税
務

署
総
務
課
☎
２
２
局
０
８

８
０
番
ま
で

西
村
弁
護
士
の

無
料
法
律
相
談

西
村
浩
二
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
が
行
わ
れ
ま

す
。
受
付
は
７
人
ま
で
で
す
。

●
と
き　

11
月
12
日
（
水
）

▽
受
付
（
順
番
の
抽
選
）

＝
午
後
０
時
45
分
か
ら
▽

相
談
＝
午
後
１
時
か
ら
４

時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

一
人
で
悩
む
前
に


心
配
ご
と
相
談
へ
ど
う
ぞ

直
方
法

務
局
の
職

員
、
人
権

擁
護
委

員
、
行
政

相
談
委
員

の
皆
さ
ん

が
、
あ
な
た
の
悩
み
に
お
こ

た
え
し
ま
す
。

●
と
き　

11
月
25
日
（
火
）

▽
受
付
＝
午
後
０
時
45
分

か
ら
▽
相
談
＝
午
後
１
時

か
ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

人
権
週
間

特
設
人
権
相
談
所

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
の

一
週
間
は
人
権
週
間
で
す
。
福

岡
法
務
局
直
方
支
局
で
は
次

の
と
お
り
、
人
権
週
間
に
特

設
相
談
所
を
開
設
し
、
法
務

局
職
員
と
人
権
擁
護
委
員
が

人
権
に
つ
い
て
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。
事
前
の
予
約
は
不

要
で
す
。

ま
た
、
県
内
一
斉
無
料
電

話
相
談
を
開
設
し
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
特
設
人
権
相
談
所　

▽
と

き
＝
12
月
１
日
（
月
）
午

前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま

で
▽
と
こ
ろ
＝
く
ら
じ
の

郷
●
無
料
電
話
相
談　

▽
と
き

＝
12
月
６
日
（
土
）
午

前
９
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で
▽
相
談
電
話
＝
☎

（
０
１
２
０
）
３
０
７
局

４
０
５
番
ま
で

●
相
談
内
容
　
い
じ
め
、
体

罰
な
ど
の
子
ど
も
の
人
権

に
関
す
る
問
題
、
同
和
問

題
、
え
せ
同
和
行
為
な
ど

の
人
権
に
関
す
る
問
題
、

そ
の
他
の
人
権
に
関
す
る

問
題
、
金
銭
貸
借
・
売
買

な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
、
借
地

借
家
・
登
記
・
そ
の
他
近

隣
関
係
、
一
般
の
法
律
問

題
、
そ
の
他
家
庭
内
の
心

配
ご
と
な
ど

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
法
務

局
直
方
支
局
☎
２
２
局

１
１
４
４
番
ま
で

今
月
の
補
聴
器
相
談
日

11
月
の
補
聴
器
相
談
が
次

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

●
役
場
で
の
相
談　

▽
と
き

＝
11
月
７
日

（
金
）
午
後
１

時
か
ら
２
時

ま
で
（
九
州
補
聴
器
セ
ン

タ
ー
）
▽
と
き
＝
11
月
13

日
（
木
）
午
前
11
時
か
ら

正
午
ま
で
（
九
州
リ
オ
ン
）

▽
と
き
＝
11
月
20
日
（
木
）

午
後
１
時
か
ら
２
時
ま
で

（
あ
さ
ひ
補
聴
器
）
▽
と
き

＝
11
月
26
日
（
水
）
午
後

１
時
か
ら
２
時
ま
で
（
小

倉
補
聴
器
）

　

役
場
の
相
談
で
は
、受
付
順

の
番
号
札
を
配
布
し
ま
す
。

●
く
ら
て
病
院
で
の
相
談
　

▽
と
き
＝
11
月
６
日
（
木
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
九
州
リ
オ
ン
）
▽
と
き
＝

11
月
25
日
（
火
）
午
後
２

時
か
ら
４
時
30
分
ま
で（
九

州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）
▽

と
き
＝
11
月
27
日
（
木
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
池
田
補
聴
器
）

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま

た
は
く
ら
て
病
院
ま
で

無
料
調
停
相
談
会

直
方
調
停
協
会
で
は
、
毎

年
無
料
調
停
相
談
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
今
年
も
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、

法
律
問
題
で
悩
み
を
抱
え
て

い
る
人
は
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
と
き　

11
月
21
日
（
金
）

●
と
こ
ろ
　
宮
若
市
中
央
公

民
館
（
宮
若
市
宮
田
７
２

番
地
１
）

●
相
談
内
容
　
金
銭
問
題
、

交
通
事
故
、
家
庭
問
題
、

戸
籍
、
土
地
・
家
屋
、
公
害
、

相
続
、
そ
の
他
一
切
の
法

律
問
題

●
問
い
合
わ
せ
　
直
方
調
停

協
会
☎
２
２
局
０
５
２
２

番
ま
で

心
の
ケ
ア
行
い
ま
す

犯
罪
被
害
者
相
談
電
話

福
岡
県
警
察

で
は
犯
罪
の
被

害
に
あ
わ
れ
た

人
の
心
の
ケ
ア

を
行
う
専
用
の

相
談
電
話「
ミ
ズ
・
リ
リ
ー
フ
・

ラ
イ
ン
」
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
匿
名
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

女
性
の
臨
床
心
理
士
が
丁
寧

に
お
聴
き
し
ま
す
。

●
と
き　

平
日
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
45
分
ま
で

（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

●
相
談
電
話
　
☎
（
０
９
２
）

６
３
２
局
７
８
３
０
番
ま

で
●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
警

察
本
部
被
害
者
支
援
・
相

談
課
☎
（
０
９
２
）
６
４

１
局
４
１
４
１
番
ま
で

13− 2014.11

くらしの情報

相
談

くらて病院では、地域の皆様からの要望が
多かった小児科の外来診療を、11 月より毎週
月・水曜日に開設いたします。診療時間帯は、
学校や保護者の勤務の後に受診しやすいよう
午後２時から午後６時までとし、通常の診療
に加え予防接種も実施します。なお非常勤医
師による診療であり、小児科はその特殊性か
ら当該時間以外の診療は出来ませんので、あ
らかじめご了承ください。
● 問い合わせ　くらて病院☎４２局１２３１

番まで

くらて病院
小児科開設の
お知らせ

毎週月・水曜日の午後２時から午後６時



職
場
の
お
悩
み

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

県
で
は
、
県
内
４
か
所
の

労
働
者
支
援
事
務
所
に
お
い

て
、
賃
金
や
解
雇
、
職
場
の

パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
、
労
働
問
題

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
自

主
的
な
解
決
に
向
け
て
助
言

を
行
っ
た
り
、
労
働
者
と
使

用
者
の
間
に
立
っ
て
意
見
の

調
整
を
図
る
「
あ
っ
せ
ん
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

度
、
筑
豊
労
働
者
支
援
事
務

所
管
内
の
市
町
村
会
場
で「
労

働
問
題
相
談
会
」
を
開
催
し

ま
す
。
解
雇
、
賃
金
未
払
い
、

労
働
条
件
の
切
り
下
げ
、
い

じ
め
や
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
の「
職

場
で
の
悩
み
」
を
、
気
軽
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
専

門
の
相
談
員
が
早
期
解
決
の

お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

●
と
き　

12
月
９
日
（
火
）

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
筑

豊
労
働
者
支
援
事
務
所
☎

（
０
９
４
８
）
２
２
局
１
１

４
９
番
ま
で

多
重
債
務
者

無
料
相
談
ウ
ィ
ー
ク

県
で
は
県
弁
護
士
会
及

び
県
司
法
書
士
会
と
連
携
し

て
、
多
重
債
務
者
が
抱
え
る

問
題
の
解
決
、
救
済
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
無
料
相

談
ウ
ィ
ー
ク
を
実
施
し
ま
す
。

最
寄
り
の
弁
護
士
会
ま
た
は

司
法
書
士
会
の
相
談
窓
口
を

紹
介
し
ま
す
の
で
、
借
金
で

お
悩
み
の
方
は
気
軽
に
お
電

話
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
、

秘
密
厳
守
で
行
い
ま
す
。

●
電
話
受
付
期
間　

11
月
10

日
（
月
）
か
ら
14
日
（
金
）

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で

●
受
付
・
問
い
合
わ
せ　

福

岡
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
無
料
相
談
ウ
ィ
ー
ク
用
）

☎
（
０
９
２
）
６
３
２
局

１
６
０
０
番
ま
で

暴
力
被
害
集
中
相
談

福
岡
県
暴
力
追
放
運
動
推

進
セ
ン
タ
ー
で
は
暴
力
団
な

ど
に
よ
る
暴
力
被
害
者
の
早

期
救
済
を
目
的
に
次
の
と
お

り
、
面
接
・
電
話
に
よ
る
集

中
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
ご

相
談
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
と
き　

11
月
８
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で

●
と
こ
ろ　

飯
塚
市
役
所
２

階
（
飯
塚
市
新
立
岩
５
番

５
号
）

●
相
談
電
話　

☎
（
０
９
４

８
）
２
２
局
３
８
８
３
番

ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
暴

力
追
放
運
動
推
進
セ
ン

タ
ー
☎
（
０
９
２
）
６
５

１
局
８
９
３
８
番
ま
で

福
岡
県
沖
縄
地
域
戦
没
者

慰
霊
巡
拝
の
団
員
を

募
集
し
ま
す

一
般
財
団
法
人
福
岡
県
遺

族
連
合
会
で
は
、
次
の
と
お

り
慰
霊
巡
拝
事
業
の
団
員
を

募
集
し
ま
す
。

●
と
き　

平
成
27
年
１
月
22

日
（
木
）
か
ら
23
日
（
金
）

●
参
加
資
格　

沖
縄
地
域
で

の
福
岡
県
出
身
戦
没
者
及

び
一
般
戦
災
死
没
者
の
遺

族
（
配
偶
者
・
子
・
父
母

ま
た
は
兄
弟
姉
妹
で
福
岡

県
に
居
住
し
て
い
る
人
）

●
募
集
人
員　

20
人

●
申
込
期
限　

11
月
28
日

（
金
）

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
い
こ

と
は
（
一
財
）
福
岡
県
遺

族
連
合
会
☎
（
０
９
２
）

７
６
１
局
０
０
１
２
番
ま

で
求
む
。
平
和
を
愛
す
る
人

自
衛
官
採
用
試
験
と

説
明
会
を
行
い
ま
す

自
衛
隊
飯
塚
地
域
事
務
所

で
は
次
の
と
お
り
自
衛
官
候

補
生（
男
子
）の
採
用
試
験
と
、

父
母
な
ど

を
対
象
と

し
た
自
衛

隊
説
明
会

を
行
い
ま
す
。

●
試
験
日　

11
月
29
日（
土
）、

30
日
（
日
）

●
受
験
資
格　

平
成
27
年
４

月
１
日
現
在
に
お
い
て
18

歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

●
受
付
期
限　

11
月
19
日

（
水
）
ま
で

●
説
明
会　

▽
と
き
＝
11
月

16
日
（
日
）
午
前
10
時
か

ら
午
後
２
時
ま
で
▽
と
こ

ろ
＝
自
衛
隊
飯
塚
地
域

事
務
所
（
飯
塚
市
川
津

６
３
９
番
地
１
）

●
問
い
合
わ
せ　

試
験
の
内

容
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

自
衛
隊
飯
塚
地
域
事
務
所

☎
（
０
９
４
８
）
２
２
局

４
８
４
７
番
ま
で

病
気
の
予
防
は

正
し
い
知
識
か
ら

く
ら
て
病
院

じ
ん
臓
病
教
室

く
ら
て
病
院
で

は
次
の
と
お
り
、

じ
ん
臓
病
の
正
し

い
知
識
の
普
及
と
予
防
に
役

立
て
て
も
ら
お
う
と
、
古
野

先
生
の
講
演
を
含
め
た
全
３

回
の
コ
ー
ス
で
じ
ん
臓
病
教

室
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
費

は
無
料
で
す
が
、
参
加
人
数

に
限
り
が
あ
る
た
め
、
事
前

に
予
約
が
必
要
で
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
第
１
回　

▽
と
き
＝
11
月

19
日（
水
）午
後
１
時
か
ら

▽
内
容
＝
古
野
医
師
に
よ

る
講
演
（
じ
ん
臓
病
に
つ

い
て
）

●
第
２
回　

▽
と
き
＝
11
月

26
日（
水
）午
後
０
時
か
ら

▽
内
容
＝
看
護
師
・
薬
剤

師
講
演
、
減
塩
食
試
食
会

●
第
３
回　

▽
と
き
＝
12
月

３
日（
水
）午
後
１
時
か
ら

▽
内
容
＝
測
定
（
身
長
・

体
重
・
血
圧
脈
波
検
査
）

●
と
こ
ろ　

く
ら
て
病
院

●
参
加
費　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

く
ら
て
病

院
ま
で

お
風
呂
は
お
休
み
で
す

く
ら
じ
の
郷
の
休
館
日

く
ら
じ
の
郷
の
福
祉
棟（
お

風
呂
）
と
勤
労
者
ふ
れ
あ
い

棟
（
体
育
館
）
の
11
月
の
休

館
日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
休
館
日　

３
日（
月
・
祝
）、

10
日（
月
）、
16
日（
日
）、
17

日（
月
）、
24
日（
月
・
振
休
）

で
す
。

2014.11−14
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お
知

ら
せ

セレモニー・ホール

鞍心館
◆信頼・・・３５年以上のの経験！
◆真心・・・心のこもったお葬儀を！
◆安心・・・無理のないプランを！あん　　しん　　かん

鞍手町小牧2084-1（旧ダイヤブック）

（有）花六葬儀社
問合せ先

鞍手町大字中山3024-42（昭和通り）

0 1 2 0 - 4 1 - 8 7 6 9

※入会金（1万円）のみの
　　　　　　『鞍心会員』募集中！！

セレモニー・ホール

鞍心館
◆信頼・・・３５年以上のの経験！
◆真心・・・心のこもったお葬儀を！
◆安心・・・無理のないプランを！あん　　しん　　かん

鞍手町小牧2084-1（旧ダイヤブック）

（有）花六葬儀社
問合せ先

鞍手町大字中山3024-42（昭和通り）

0 1 2 0 - 4 1 - 8 7 6 9

※入会金（1万円）のみの
　　　　　　『鞍心会員』募集中！！

講
習

募
集

試
験



●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

僕
た
ち
、
私
た
ち
の

心
の
声
を
聴
い
て
く
だ
さ
い

鞍
手
町
教
育
委
員
会
で
は
、

次
の
と
お
り
「
第
29
回
少
年

の
主
張
大
会
」
を
行
い
ま
す
。

町
内
の
小
・
中
学
生
の
代
表

18
人
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

か
ら
得
た
喜
び
や
悩
み
、
そ

し
て
日
ご
ろ
考
え
て
い
る
こ

と
な
ど
を
主
張
し
ま
す
。
青

少
年
の
心
の
声
を
聴
い
て
み

ま
せ
ん
か
。

●
と
き　

11
月
３
日（
月
・
祝
）

午
前
９
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
社

会
教
育
班
ま
で

懐
か
し
い
あ
の
人
と
再
会

鞍
手
町
成
人
式

平
成
26
年
度
の
成
人
式
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
該

当
す
る
人
に
は
12
月
初
旬
に

往
復
は
が
き
で
ご
案
内
し
ま

す
。
町
内
の
中
学
校
を
卒
業

後
に
町
外
に
転
出
し
て
い
る

人
で
、
鞍
手
町
の
成
人
式
に

出
席
を
希
望
す
る
人
は
教
育

課
社
会
教
育
班
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　

平
成
６
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
７
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
人

●
と
き　

平
成
27
年
１
月
11

日
（
日
）
午
前
９
時
30
分

受
付
開
始

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
社

会
教
育
班
ま
で

小
学
校
入
学
前
に

「
就
学
時
健
康
診
断
」
を

受
け
て
く
だ
さ
い

来
年
４
月
に
小
学
校
へ
入

学
予
定
の
児
童
を
対
象
に
10

月
よ
り
健
康
診
断
を
行
っ
て

い
ま
す
。
健
診
に
は
、
保
護

者
等
が
付
き
添
っ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
転
入
な
ど
で
受
診

で
き
て
い
な
い
場
合
に
は
、

教
育
課
学
校
教
育
班
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

▽
古
月
小
・
西
川

小
校
区
＝
11
月
18
日
（
火
）

▽
剣
北
小
校
区
＝
11
月
19

日
（
水
）
▽
室
木
小
校
区

＝
11
月
25
日
（
火
）
▽
新

延
小
校
区
＝
11
月
28
日

（
金
）　

※
い
ず
れ
の
日
も

受
付
は
午
後
１
時
15
分
、

開
始
は
１
時
30
分
か
ら

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
学

校
教
育
班
☎
４
２
局
７
２

０
２
番
ま
で

青
少
年
育
成
町
民
会
議

講
演
会
の
お
知
ら
せ

鞍
手
町
青
少
年
育
成
町
民

会
議
で
は
、
次
の
と
お
り
青

少
年
健
全
育
成
講
演
会
を
行

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
講
師　

副
田
茂
喜

●
演
題　
「
非
行
防
止
と
家
庭

・
地
域
の
関
わ
り
」

●
と
き　

11
月
15
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
社

会
教
育
班
ま
で

木
造
戸
建
て
住
宅
の

耐
震
改
修
工
事
を

支
援
し
ま
す

地
震
に
よ
り
、
昭
和
56
年

５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ

た
木
造
戸
建
て
住
宅
が
倒
壊

す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
県

で
は
平
成
26
年
度
に
お
い
て

耐
震
改
修
工
事
を
さ
れ
る
と

き
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。
鞍
手
町
に
該
当

す
る
住
宅
を
所
有
し
、
耐
震

改
修
工
事
を
計
画
さ
れ
て
い

る
人
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

次
の
い
ず
れ
に
も

当
て
は
ま
る
住
宅
が
対
象

で
す
。
①
昭
和
56
年
５
月

31
日
以
前
に
建
築
ま
た
は

着
工
さ
れ
た
鞍
手
町
内
に

建
つ
木
造
戸
建
て
住
宅
②

耐
震
診
断
の
結
果
、
建
物

の
構
造
評
点
が
1.0
未
満
と

診
断
さ
れ
、
耐
震
改
修
工

事
に
よ
っ
て
1.0
以
上
と
な

る
も
の
③
建
築
基
準
法
な

ど
に
違
反
し
て
い
な
い
こ

と
④
現
に
入
居
者
が
い
る

こ
と

●
申
込
資
格　

対
象
と
な
る

住
宅
の
所
有
者
で
、
税
な

ど
の
滞
納
を
し
て
い
な
い

人
●
助
成
金
額　

耐
震
改
修
工

事
に
要
す
る
費
用
の
20
％

に
相
当
す
る
額
で
上
限

30
万
円

●
申
込
期
間　

11
月
20
日

（
木
）
ま
で
の
平
日
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

分
ま
で
（
３
戸
で
締
切
り
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
建
設

課
ま
で

農
地
の
有
効
利
用
を
�

農
地
の
受
け
手
・
出
し
手

を
募
集
し
ま
す

県
で
は
、
公
益
財
団
法

人
福
岡
県
農
業
振
興
推
進
機

構
を
農
地
中
間
管
理
機
構
と

し
て
指
定
し
、
11
月
に
農
地

の
「
受
け
手
」（
農
地
の
有
効

利
用
や
農
業
経
営
の
効
率
化

を
進
め
る
担
い
手
）
の
公
募

と
「
出
し
手
」（
農
地
を
貸
し

た
い
農
家
）
の
募
集
を
行
い
、

５
月
に
農
地
中
間
管
理
機
構

を
通
じ
た
利
用
権
設
定
を
行

う
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
、「
農

家
向
け
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
を

作
成
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

役
場
農
政
環
境
課
農
政
環
境

班
ま
た
は
、
直
鞍
農
業
協
同

組
合
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
水

田
農
業
振
興
課
☎
（
０
９

２
）
６
４
３
局
３
４
７
４

番
ま
た
は
、
福
岡
県
農
業

振
興
推
進
機
構
☎
（
０
９

２
）
７
１
６
局
８
３
５
５

番
ま
で

い
た
ず
ら
イ
ノ
シ
シ
を

退
治
し
ま
す

イ
ノ
シ
シ
に

よ
る
農
作
物
の

被
害
は
、
年
々

増
え
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め

町
で
は
、
猟
友
会
の
協
力
を

得
て
イ
ノ
シ
シ
の
駆
除
を
し

て
い
ま
す
。
期
間
中
は
、
日

の
出
か
ら
日
の
入
り
ま
で
猟

犬
と
猟
銃
を
使
っ
て
駆
除
を

し
ま
す
の
で
、
山
に
入
る
と

き
は
十
分
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

●
駆
除
期
間　

11
月
１
日

（
土
）
か
ら
３
月
31
日
（
火
）

ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
農
政

環
境
課
農
政
環
境
班
ま
で

15− 2014.11

くらしの情報

12 月４日から 10 日までの一週間は人権週
間です。鞍手町では、毎年 12 月に「人権週
間の集い」を行っており、今年は講演会及び
街頭啓発を行います。人権はすべての人に与
えられた権利です。皆さんも人権の大切さに
ついて考えてみませんか。
●講演会　▷とき＝ 12 月１日（月）午後２時

から▷ところ＝中央公民館▷演題＝「自分
らしく生きる」～朝鮮舞踊に込める想い～
▷講師＝福岡朝鮮歌舞団団長・金妙穂さん

人権の大切さについて
考えてみませんか？

●街頭啓発　12 月１日（月）午前９時から
サングリーン鞍手付近で、午前 11 時から
巌流市場、西日本シティ銀行、スーパー川
食、福岡ひびき信用金庫付近で行います

● 問い合わせ　教育課社会教育班まで



直
鞍
地
区
合
同
公
売
会

鞍
手
町
で
は
、
直
方
市
、

宮
若
市
、
小
竹
町
の
２
市
２

町
で
次
の
と
お
り
合
同
公
売

会
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
公

売
会
は
、
税
の
滞
納
者
か
ら

差
し
押
さ
え
た
財
産
を
入
札

な
ど
の
方
法
で
売
却
す
る
も

の
で
す
。

●
と
き　

11
月
８
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
開
場

●
と
こ
ろ　

鞍
手
町
中
央
公

民
館

●
公
売
に
参
加
で
き
る
人　

ど
な
た
で
も
。
た
だ
し
、

自
己
の
財
産
を
公
売
さ
れ

て
い
る
滞
納
者
や
参
加
を

制
限
さ
れ
て
い
る
人
な
ど

は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

●
必
要
な
も
の　

購
入
代
金
・

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免

許
証
な
ど
）・
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
く
は

役
場
税
務
住
民
課
税
務
班

ま
で

都
市
計
画
下
水
道
の

変
更
案
の
縦
覧
を

行
い
ま
す

鞍
手
町
で
は
次
の
と
お
り

鞍
手
都
市
計
画
下
水
道
の
変

更
（
町
決
定
）
案
の
縦
覧
を

行
い
ま
す
。

●
と
き　

11
月
11
日
（
火
）

か
ら
25
日
（
火
）
の
午
前

８
時
30
か
ら
午
後
５
時
15

分
ま
で
（
土
・
日
・
祝
除
く
）

●
と
こ
ろ　

役
場
上
下
水
道

課
下
水
道
班

●
問
い
合
わ
せ　

こ
の
案
に

意
見
が
あ
る
人
は
、
縦
覧

期
間
中
に
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
上

下
水
道
課
下
水
道
班
ま
で

戦
没
者
追
悼
式
を

行
い
ま
す

鞍
手
町
で
は
次
の
と
お
り

戦
没
者
追
悼
式
を
実
施
し
ま

す
。
ご
遺
族
の
方
は
、
ご
参

列
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

11
月
22
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま

で
11
月
は

労
働
保
険
適
用
促
進
期
間

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
っ

て
い
る
事
業
主
は
、
労
働
保

険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）

に
加
入
す
る
こ
と
が
法
律
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
、
加
入
手
続
き
が
お
済

で
な
い
事
業
主
の
方
は
、
労

働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
職

場
作
り
と
安
定
し
た
事
業
経

営
を
図
る
た
め
、
所
轄
の
労

働
基
準
監
督
署
・
公
共
職
業

安
定
所
で
加
入
の
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
労
働

局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収

課
☎
（
０
９
２
）
４
３
４

局
９
８
３
５
番
ま
で

企
業
及
び
働
く
皆
様
へ

11
月
19
日
（
水
）
を

「
ノ
ー
残
業
デ
ー
」
に

し
ま
せ
ん
か

厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年

11
月
を
「
仕
事
と
生
活
の
調

和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
）
推
進
期
間
」
と
位

置
づ
け
て
お
り
、
福
岡
労
働

局
で
は
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
た

働
き
方
を
浸
透
さ
せ
る
た
め

「
今
日
は
定
時
で
帰
ろ
う
！
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
11
月
19

日
（
水
）
を
一
斉
ノ
ー
残
業

デ
ー
と
す
る
よ
う
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。
毎
日
残
業
で
は

な
く
、
働
き
方
に
メ
リ
ハ
リ

を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
だ
ノ
ー
残
業
デ
ー
を
導
入

し
て
い
な
い
職
場
も
、
こ
の

機
会
に
ノ
ー
残
業
デ
ー
を
導

入
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
詳
し
く
は
福
岡
労
働
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

fukuoka-roudoukyoku.
jsite.m

hlw
.go.jp

）
の
「
新

着
情
報
」
ま
た
は
「
専
用
バ

ナ
ー
」（
仕
事
と
生
活
の
調
和

の
推
進
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
労
働

局
労
働
基
準
部
監
督
課

☎
（
０
９
２
）
４
１
１
局

４
８
６
２
番
ま
で

11
月
30
日
は「
年
金
の
日
」

厚
生
労
働
省
で
は
、“
国
民

お
一
人
お
一
人
、「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」
な
ど
を
活
用
し
な

が
ら
、
高
齢
期
の
生
活
設
計

に
思
い
を
巡
ら
し
て
い
た
だ

く
日
”
と
し
て
、
11
（
い
い
）

月
30
（
み
ら
い
）
日
を
「
年

金
の
日
」
と
し
ま
し
た
。
こ

の
機
会
に
、「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
」
や
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

で
、
ご
自
身
の
年
金
記
録
と

将
来
の
年
金
受
給
見
込
額
を

確
認
し
、
未
来
の
生
活
設
計

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で

は
将
来
の
年
金
受
給
見
込
額

に
つ
い
て
様
々
な
パ
タ
ー
ン

の
試
算
を
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
詳
し

い
こ
と
は
日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.nenkin.go.jp/

）
で

ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
直

方
年
金
事
務
所
☎
２
２
局

０
８
９
１
番
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

11
月
は
飼
い
主
の

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
推
進
月
間

福
岡
県

で
は
家
庭

動
物
の
適

正
飼
養
に

関
す
る
住

民
の
理
解
を
深
め
、
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
を
よ
り
一
層
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
６
月
と

11
月
を
「
飼
い
主
の
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
推
進
月
間
」
と
し
て

い
ま
す
。
11
月
14
日
（
金
）

か
ら
16
日
（
日
）
に
は
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

2014.11−16

くらしの情報

鞍手町では、高齢者の肺炎を予防するため、
肺炎球菌予防接種の費用を一部助成します。
肺炎は、高齢者の命を奪う恐れがある病気で、

「肺炎球菌」は高齢者の肺炎で最も多い原因菌。
ぜひご利用ください。
● 助成対象者　次のいずれにも当てはまる人

が対象です。①町に住民登録（住民票）が
ある 65 歳以上の人、②これまでに肺炎球
菌予防接種を受けたことがない人または前
回の接種から５年以上経過している人、③
予防接種に対して健康保険が適用されない
人（加入している健康保険から費用が助成
される場合や脾臓を摘出しているなどの理
由で健康保険が適用される場合は助成の対
象となりません）④定期接種の対象でない
人（詳しくは８ページをご覧ください）

● 対象期間　平成27年３月31日（火）まで
● 接種できる医療機関　町内の医療機関
● 接種の予約　かかりつけ医などに相談し、

自身で予約してください
● 助成額　3,500 円（接種費用は医療機関に

よって異なります。目安は 8,000 円～ 9,000
円程度です。）

● 助成申請手続き　役場への申請書の提出
などの手続きはありません（医療機関での
支払い時に接種費用から 3,500 円を差し引
きます）

● 問い合わせ　役場保険健康課健康増進班
または総合福祉センターまで

予防接種費用の一部を助成します

高
齢
者
の

肺
炎
予
防
に

強
い
味
方



イ
ベ
ン
ト
「
ペ
ッ
ト
と
生
き

る
～
小
さ
な
い
の
ち
と
共
に

～
」
を
開
催
し
ま
す
。
現
在

ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る
人
や

今
後
飼
っ
て
み
た
い
と
い
う

人
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
内
容　

町
内
の
園
児
・
小

学
生
が
描
い
た
「
ペ
ッ
ト

ス
ケ
ッ
チ
コ
ン
ク
ー
ル
」

及
び
「
川
や
海
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
」
の
作
品
展
示
、

ペ
ッ
ト
の
健
康
相
談
、
ア

ニ
マ
ル
バ
ル
ー
ン
教
室
な

ど
（
内
容
は
日
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

●
と
き　

11
月
14
日
（
金
）

か
ら
16
日
（
日
）
の
午
前

10
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

イ
オ
ン
モ
ー
ル

直
方

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
嘉

穂
・
鞍
手
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
保
健
衛
生
課
生
活

衛
生
係
☎
（
０
９
４
８
）

２
１
局
４
９
７
３
番
ま
で

筑
豊
フ
ェ
ア
２
０
１
４

～
お
ど
り
と
食
の
祭
典
～

今
年
も
筑
豊
地
域
の
Ｐ
Ｒ

イ
ベ
ン
ト
「
筑
豊
フ
ェ
ア
」

が
天
神
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

筑
豊
の
グ
ル
メ
、
特
産
品
の

販
売
や
観
光
情
報
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
。
さ
ら
に
今
年
は
、

筑
豊
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ

「sm
ile

」
が
初
登
場
。
宮
若

追
い
出
し
猫
体
操
や
炭
坑
節

な
ど
の「
お
ど
り
」も
加
わ
り
、

魅
力
発
信
に
磨
き
が
か
か
り

ま
し
た
。
お
ど
り
と
食
が
織

り
な
す
新
た
な
筑
豊
フ
ェ
ア

へ
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

12
月
６
日
（
土
）

午
前
11
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で

●
と
こ
ろ　

天
神
中
央
公
園

（
福
岡
市
天
神
１
丁
目
）

●
問
い
合
わ
せ　

筑
豊
フ
ェ

ア
２
０
１
４
実
行
委
員

会
（
福
岡
県
広
域
地
域
振

興
課
内
）
☎
（
０
９
２
）

６
４
３
局
３
１
８
０
番
ま

で
中
央
公
民
館
で

健
康
長
寿
講
演
会

鞍
手
町
で
は
次
の
と
お
り

福
岡
県
後
期
高
齢
者
広
域
連

合
の
講
師
・
原
寛
さ
ん
に
よ

る
健
康
長
寿
講
演
会
を
行
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
内
容　

老
化
防
止
、
病
気

に
な
ら
な
い
生
き
方

●
と
き　

11
月
14
日
（
金
）

午
前
10
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

舞
踊
協
会
定
期
講
演
会

鞍
手
町

舞
踊
協
会

で
は
、
次

の
と
お
り

第
17
回
定
期
公
演
会
を
開
催

し
ま
す
。
今
回
も
舞
踊
愛
好

者
が
多
数
出
演
し
ま
す
。
皆

さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
て
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

12
月
７
日
（
日
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
入
場
料　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
舞

踊
協
会
・
藤
間
菊
名
里
☎

４
２
局
２
０
４
５
番
ま
で

い
い
な
、
い
い
歯
。

歯
の
健
康
相
談
と

フ
ッ
素
塗
布
を
行
い
ま
す

直
方
医
師
会
で
は
11
月
４

日
か
ら
15
日
ま
で
の
「
い
い

な
、
い
い
歯
。」
週
間
に
歯
の

健
康
相
談
と
フ
ッ
素
塗
布
を

無
料
で
行
い
ま
す
。
こ
の
機

会
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

11
月
４
日
（
火
）

か
ら
15
日
（
土
）
ま
で

●
と
こ
ろ　

直
方
歯
科
医
師

会
会
員
の
各
医
院
（
事
前

に
各
医
院
へ
の
電
話
予
約

が
必
要
で
す
）

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
い
こ

と
は
直
方
歯
科
医
師
会
☎

２
２
局
２
４
０
８
番
ま
で

福
岡
市
博
物
館
特
別
展

九
州
仏
・
一
三
〇
〇
年
の

祈
り
と
か
た
ち

福
岡
市
博
物
館
で
は
現
在

特
別
展
と
し
て
「
九
州
仏
・

１
３
０
０
年
の
祈
り
と
か
た

ち
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

九
州
は
日
本
に
お
け
る
大
陸

と
の
接
点
で
あ
り
、
他
に
は

見
ら
れ
な
い
独
自
の
仏
教
文

化
を
育
ん
だ
地
域
で
す
。
こ

の
展
覧
会
で
は
こ
う
し
た
九

州
の
仏
像
の
特
質
に
注
目
し
、

普
段
は
非
公
開
と
さ
れ
る
秘

仏
や
新
発
見
の
仏
像
を
含
む

九
州
各
県
の
仏
像
約
百
体
が

公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
鞍
手

町
の
仏
像
、「
長
谷
観
音
（
木

造
十
一
面
観
音
立
像
）」、「
中

山
不
動
尊
（
木
造
不
動
明
王

及
二
童
子
像
）」
も
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
半
世
紀
に
一
度

の
大
仏
像
展
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。

●
と
き　

11
月
30
日
（
日
）

ま
で
の
午
前
９
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
30
分
ま
で　

※
11
月
４
日
（
火
）、
10
日

（
月
）、
17
日
（
月
）、
25
日

（
火
）
は
休
館
日

●
と
こ
ろ　

福
岡
市
博
物
館

（
福
岡
市
早
良
区
百
道
浜
３

丁
目
１
番
１
号
）

●
問
い
合
わ
せ　

観
覧
料
な

ど
詳
し
い
こ
と
は
福
岡

市
博
物
館
☎
（
０
９
２
）

８
４
５
局
５
０
１
１
番
ま

で
暴
力
追
放

福
岡
県
民
大
会
開
催
の

お
知
ら
せ

福
岡
県
暴
力
追
放
運
動
推

セ
ン
タ
ー
で
は
次
の
と
お
り

第
23
回
暴
力
追
放
福
岡
県
民

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
と
き　

11
月
18
日
（
火
）

午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

ア
ク
ロ
ス
福
岡

「
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
」

（
福
岡
市
中
央
区
天
神
１
丁

目
１
番
１
号
）

●
第
１
部　

▽
内
容
＝
セ
レ

モ
ニ
ー
「
福
岡
県
警
察
音

楽
隊
演
奏
」

●
第
２
部　

▽
内
容
＝
特
別

講
演
▽
演
題
＝
『
住
民
の

勇
気
が
も
た
ら
し
た
も
の
』

～
道
仁
会
本
部
事
務
所
撤

去
事
件
を
終
え
て
～
▽
講

師
＝
弁
護
士
・
椛
島
修
さ

ん
●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県

暴
力
追
放
運
動
推
進
セ

ン
タ
ー
☎
（
０
９
２
）

６
５
１
局
８
９
３
８
番
ま

で

17− 2014.11
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卓
球
大
会
で

得
意
の

ス
マ
ッ
シ
ュ
を

決
め
よ
う

第 31 回ラージボール卓球大会を次のと
おり開催します。多くの皆さんの参加をお
待ちしています。
● とき　12 月 14 日（日）午前９時から（午

前８時 30 分集合）
● ところ　町立体育館
● 参加資格　町内に住んでいる人や勤め

ている人、鞍手町卓球連盟の会員
● 種目　①男子シングルス②女子シング

ルス③ミックスダブルス
● 試合形式　パート別予選リーグ戦後、

順位別トーナメント戦。試合球はラー
ジボール

● 参加費　無料
● 申し込み締め切り　12月５日（金）まで
● 申し込み・問い合わせ　鞍手町体育協

会事務局（中央公民館内）☎４２局７
２００番まで

卓球大会の参加者を募集します



国
民
健
康
保
険
か
ら

社
会
保
険
へ
加
入

14
日
以
内
に
必
ず
届
出
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
世
帯
の
全
員
、
ま
た

は
そ
の
一
部
の
人
に
異
動
が

あ
っ
た
場
合
、
14
日
以
内
に

役
場
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
を
忘
れ
た
り
、
遅
れ

た
り
す
る
と
後
で
医
療
費
を

返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

国
保
の
高
齢
受
給
者
証
を

交
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

で
70
歳
を
迎
え
た
人
（
昭
和

19
年
11
月
２
日
か
ら
12
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）
に

国
民
健
康
保
険
の
高
齢
受
給

者
証
を
次
の
と
お
り
交
付
し

ま
す
。
な
お
、
高
齢
受
給
者

証
が
利
用
で
き
る
の
は
70
歳

の
誕
生
日
の
翌
月
（
１
日
が

誕
生
日
の
人
は
そ
の
月
）
か

ら
で
す
。

●
交
付
す
る
日　

11
月
26
日

（
水
）
午
前
９
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

役
場
保
険
健
康

課
保
険
年
金
班
窓
口

●
必
要
な
も
の　

国
民
健
康

保
険
証
、
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
や

高
額
な
外
来
診
療
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

医
療
機
関
窓
口
で
の
支
払

い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

と
な
る
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」・「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」
は
、
外

来
診
療
で
も
使
え
ま
す
。
も

し
、
入
院
や
高
額
な
外
来
診

療
が
決
ま
っ
た
と
き
は
、
早

め
に
交
付
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
各
認
定

証
は
国
民
健
康
保
険
税
の
納

め
忘
れ
が
あ
る
場
合
に
は
交

付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
保
険

税
は
必
ず
納
期
限
内
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
保
険
年
金
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

印

か
ん
・
国
民
健
康
保
険
証
・

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

で
、
過
去
一
年
間
に
90
日

を
超
え
る
入
院
が
あ
っ
た

人
は
、
入
院
期
間
が
確
認

で
き
る
書
類（
領
収
書
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

75
歳
に
な
る
前
に

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
で
き
ま
す

一
定
の
障
が
い
が
あ
る
65

歳
以
上
74
歳
以
下
の
人
は
、

申
請
す
る
と
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
で
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
に
な
る
か
な
ら
な
い

か
に
よ
り
、
加
入
す
る
医
療

保
険
、
保
険
料
、
一
部
負
担

割
合
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
証
を
送
付
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
は
、
75

歳
以
上
の
人
が
対
象
と
な
る

医
療
保
険
制
度
で
す
。
75
歳

の
誕
生
日
以
降
は
、
現
在
加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
に
か

か
わ
ら
ず
、
後
期
高
齢
者
医

療
へ
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
12
月
に
75
歳
を
迎
え

る
人
（
昭
和
14
年
12
月
１
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
）
に
は
、
11
月
中
旬

に
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証

を
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で
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のおがた警察署だより

町内の
交通事故
発生状況

【９月中】 【累　計】
件 数 12 件（＋18） 件 数 276 件（＋19）

死 者 00人（±10） 死 者 221人（＋11）

傷 者 15 人（＋10） 傷 者 99 人（＋28）

お住まいの地区の犯罪発生状況は、県警
のホームページで校区別の詳しい情報を
確認できます。

福岡県警察 検索

直方警察署の最新情報はこちらから

http://www.police.pref.fukuoka.jp/
直方警察署　☎２２局０１１０番まで

直方警察署管内での犯罪発生状況
【９月中】 【累 計】

刑法犯総数 133 件（＋46） 刑法犯総数 943 件（－ 94）

車上ねらい 9 件（＋ 2） 車上ねらい 90 件（＋ 18）

自転車盗難 15 件（＋ 3） 自転車盗難 119 件（－ 18）

空き巣 9 件（＋ 5） 空き巣 60 件（－ 15）

生活安全課からのお知らせ

　

休日の夜間の体調不良は
急患センターへ

● 問い合わせ　直鞍急患センター
☎２８局２８４０番まで

診療日 診療科目
土曜・日曜・祝日

午後６時から11時まで
小児科
内　科

第２、第４日曜
午前９時から午後６時まで 小児科

楽
し
い

お
話
い
っ
ぱ
い

聞
け
る
よ

今月は、読み聞かせの後に、
コケのテラリウムづくりをしま
す。
● とき　11 月８日（土）午前 10 時

から
● ところ　歴史民俗博物館
● 問い合わせ　歴史民俗博物館まで

い
ろ
り
ば
た

お
話
の
会

（かっこ内は前年比）

● とき　11月12日（水）
午前 10 時から午後４
時まで（受付は午後３
時まで）

● ところ　ハピネスなかま（中間市通谷）
● 問い合わせ　福岡県交通事故相談所
　☎（０９２）６４３局３１６８番まで

巡回
交通事故

相談

診療時間は、午前９時から午後５時までで
す。休日在宅医は、変更になることもあり
ますので、事前に電話でご確認ください。

● 11月 9日（日）木原医院（山ヶ崎）
☎４２局５００５番

● 11月30日（日）梅谷外科医院（中本町）
☎４２局３３７７番

休日
在宅医



後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
や

高
額
な
外
来
診
療
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
人
で
、
世
帯

員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の

場
合
、
入
院
し
た
と
き
の
食

事
代
や
入
院
、
外
来
診
療
で

の
窓
口
負
担
額
が
自
己
負
担

限
度
額
ま
で
で
済
む
限
度
額

適
用
認
定
証
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
を
発
行
し
ま
す
。

こ
の
認
定
証
は
、
申
請
し
た

月
の
１
日
か
ら
し
か
使
え
ま

せ
ん
の
で
、
入
院
ま
た
は
高

額
な
外
来
診
療
が
決
ま
っ
た

と
き
は
前
も
っ
て
交
付
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
す

で
に
認
定
証
を
持
っ
て
い
る

場
合
は
、
記
載
さ
れ
て
い
る

有
効
期
限
ま
で
外
来
診
療
に

も
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
保
険
年
金
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
証
・
印
か
ん
・
過
去
一
年

間
に
90
日
を
超
え
る
入
院

が
あ
っ
た
人
は
、
入
院
期

間
が
確
認
で
き
る
書
類（
領

収
証
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

介
護
保
険
証
を

交
付
し
ま
す

12
月
に
65
歳
を
迎
え
る
人

（
昭
和
24
年
12
月
２
日
か
ら
昭

和
25
年
１
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
）
に
介
護
保
険
証

を
次
の
と
お
り
交
付
し
ま
す
。

将
来
介
護
が
必
要
に
な
っ
た

と
き
や
介
護
認
定
の
申
請
の

と
き
に
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

●
交
付
す
る
日　

11
月
26
日

（
水
）、
27
日
（
木
）
の
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で
（
木
曜
日
は

午
後
７
時
ま
で
）

●
と
こ
ろ　

役
場
福
祉
人
権

課
福
祉
高
齢
者
班
窓
口

●
必
要
な
も
の　

交
付
案
内

の
通
知
は
が
き
、
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま
で

後
期
高
齢
者
の

健
康
診
査
は

３
月
31
日
ま
で
に

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
で
は
、
被
保
険
者

を
対
象
に
生
活
習
慣
病
の
予

防
及
び
早
期
発
見
・
早
期
治

療
を
目
的
と
し
て
健
康
診
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
だ

受
診
し
て
い
な
い
人
は
、
お

早
目
の
受
診
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
生
活
習
慣
病
で

治
療
中
の
人
は
受
診
の
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

●
受
診
期
限　

平
成
27
年
３

月
31
日
（
火
）
ま
で

●
自
己
負
担
額　

五
百
円

●
受
診
期
限　

健
康
診
査
の

実
施
医
療
機
関
で
個
別
に

予
約
し
、
受
診
し
て
く
だ

さ
い

●
そ
の
他　

受
診
の
際
は
保

険
証
と
受
診
票
が
必
要
で

す
。
受
診
票
を
紛
失
し
た

場
合
は
福
岡
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
で
再
発

行
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
（
０
９
２
）
６
５
１
局

３
１
１
１
番
ま
で

広
報
く
ら
て
10
月
号
の

訂
正
と
お
詫
び

広
報
く
ら
て
10
月
号
（
13

ペ
ー
ジ
）
で
軽
自
動
車
税
の

税
制
改
正
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
が
、
税
率
の
記

載
の
一
部
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
お
詫
び
す
る
と
と
も

に
次
の
と
お
り
訂
正
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

●
内
容　

専
ら
雪
上
を
走
行

す
る
軽
自
動
車
の
変
更
後

（
平
成
27
年
４
月
１
日
か

ら
）
の
税
率
に
つ
い
て

●
正　

三
千
円

●
誤　

三
千
六
百
円

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
ま
で

次
の
方
々
か
ら
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
か
っ
こ

内
は
故
人
。
故
人
敬
称
略
）。

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ
【
香

典
返
し
】

▽
福
永
ヨ
シ
コ
様
＝
弥
生（
博

美
）

▽
志
村
文
雄
様
＝
八
尋
（
ハ

ツ
子
）

▽
山
本
英
俊
様
＝
室
木
（
正

子
）

▽
丸
山
マ
サ
ヱ
様
＝
本
町（
秀

男
）

●
く
ら
て
病
院
へ【
香
典
返
し
】

▽
田
中
キ
ク
ヱ
様
＝
永
谷（
耕

三
）

▽
秋
好
ツ
ル
子
様
＝
弥
生（
政

記
）

19− 2014.11

くらしの情報

愛の
贈

り
も
の

■いのちの現場から

● 講師　▷第１回＝山内康太さん▷第２回＝鈴木裕也さん
● 第１回（医療現場から見た様々な身体機能回復と理学療法士）

　▷とき＝ 11 月８日（土）午前 10 時から▷ところ＝剣南小学
校体育館▷対象地区＝本村、立林、城ヶ崎、上新橋、中本町

● 第２回（医療現場から見た高齢者の栄養管理と理学療法士）　
▷とき＝ 11 月９日（日）午前 10 時から▷ところ＝剣北小学校
体育館▷対象地区＝幸町、新中山、山ヶ崎、唐ヶ崎、昭和通り、
い牟田

■傷つける言葉、勇気づける言葉

● 講師　フリーアナウンサー　松本久美子さん
● 第２回　▷とき＝ 11 月８日（土）午前 10 時から▷ところ＝古

月小学校体育館▷対象地区＝上木月、木月、古門、古門北区、
神崎、倉坂

■私が変わるために

● 講師　橋津和寛さん
● 第 1 回　▷とき＝ 11 月 16 日（日）午前 10 時から▷ところ＝

中央公民館▷対象地区＝本町、大池、今村、小牧

■絵本『いのちの花』からのメッセージ～「出会い」「つながり」「と
もに」～

● 講師　園田久子さん
● 第１回　▷とき＝ 11 月９日（日）午前 10 時から▷ところ＝新

延小学校体育館▷対象地区＝永谷、七ヶ谷、泉水、新延本村、
新延南区、新延新塚、高見団地、室井、舟川

● 問い合わせ　教育課社会教育班まで

Let's go chikukon !!
今年も「人権問題地区懇

談会」を町内各地で開催し
ます。人権問題について、
みんなで一緒に考えてみま
せんか？



　❶腹 7分目で食べ過ぎない（ゆっくりよく噛んで食べる）

　❷野菜や海藻類をたっぷり食べる

　❸いろいろな食品をまんべんなく食べる（加工食品に偏らない）

　❹間食に注意する（夕食後は食べない）

　❺三食規則正しく食べる（寝る前は食べない）

　❻食塩は控えめに、脂肪はとり過ぎない

広報くらて 印刷●社会福祉法人  福岡コロニー

●町の人口・９月の人の動き

平成 26 年 11 月号  No.659

・人口　16,980 人
・男性　 8,081 人
・女性　 8,899 人
・世帯数  7,586 世帯

（平成 26 年９月 30 日現在）

・出生  11 人
・死亡  17 人
・転入  51 人
・転出    44 人

FUKUOKA

KURATE  TOWN

編集●広報くらて編集委員会
発行●鞍手町

福岡管区気象台からのお知らせ元気が出る

献立 食進会おススメのメニューです

■鞍手町役場
　〒807－1392  福岡県鞍手郡鞍手町大字中山3705番地
　電話（0949）42 局 2111番／ファックス（0949）42 局 5693番
■鞍手町ホームページアドレス
　パソコンから　http://www.town.kurate.lg.jp
　携帯電話から　http://www.town.kurate.lg.jp/mobile
■鞍手町フェイスブックアドレス
　パソコン・携帯電話から　http://ja-jp.facebook.com/town.kurate

11月の行事カレンダー 
日 曜日 行事内容

1 土

2 日

3 月 文化の日　
第29回少年の主張大会（中央公民館：９時～、15ページ参照）

4 火

5 水

6 木 １歳半、３歳児健診（福祉センター、８ページ参照）
補聴器相談（くらて病院：14時～17時、13ページ参照）

7 金 補聴器相談（役場：13時～14時、13ページ参照）

８ 土 いろりばたお話の会（歴史民俗博物館：10時～、18ページ参照）

９ 日

10 月

11 火

12 水 無料法律相談（くらじの郷：13時～16時、13ページ参照）

13 木 ４か月健診（福祉センター、８ページ参照）
補聴器相談（役場：11時～12時、13ページ参照）

14 金 健康長寿講演会（中央公民館：10時～、17ページ参照）

15 土 青少年育成町民会議講演会（中央公民館：10時～、15ページ参照）

16 日 総合健診　16～ 18日（福祉センター：８時30分～、８ページ参照）

17 月

18 火

19 水

20 木 補聴器相談（役場：13時～14時、13ページ参照）

21 金

22 土

23 日 勤労感謝の日

24 月 振替休日

25 火
国民健康保険税（第６期分）、後期高齢者医療保険（第５期分）納
期限（12ページ参照）
補聴器相談（くらて病院：14時～16時 30分、13ページ参照）
心配ごと相談（くらじの郷：13時～15時、13ページ参照）

26 水
乳幼児相談（福祉センター、８ページ参照）
補聴器相談（役場：13時～14時、13ページ参照）
国保高齢受給者証交付（役場：９時～、18ページ参照）
介護保険証交付（役場：８時30分～17時 15分、19ページ参照）

27 木
７か月、12か月健診（福祉センター、８ページ参照）
補聴器相談（くらて病院：14時～17時、13ページ参照）
介護保険証交付（役場：８時30分～19時、19ページ参照）

28 金

29 土

30 日

【鮭の錦焼き】１人当たりの栄養価　217kcal

　

【ほうれん草とまいたけのレモンしょうゆ】　１人当たりの栄養価　34kcal

■材料（６人分）
鮭の切り身（６切れ）、酒（大さじ１）、塩（小さじ
1/2）、卵黄（１こ）、パセリ（６g）、マヨネーズ（大さじ３）、
ピザ用チーズ（60g）、サラダ油（大さじ１）、レタス（60g）、
プチトマト（６こ）

■作り方
① 鮭の切り身に酒と塩をふっておく。
② みじん切りしたパセリ、チーズ、卵黄、マヨネーズを

加え合わせる。
③ フライパンに油をひき、鮭を両

面焼く。②を上にのせ、ふたを
してチーズが溶けるまで蒸し焼
きする。

④ レタスとプチトマトを添える。

■作り方
① ほうれん草は茹でて、４cm の長さに切り、水けをよ

くしぼっておく。まいたけは食べやすくほぐし、さっ
と茹で水けをきる。

② 耐熱ボウルにみりんを入れ、レ
ンジで 20 秒程加熱し、しょう
ゆ、レモン果汁を加えて混ぜ、
①を加えてあえる。

■材料（６人分）
ほうれん草（450g）、まいたけ（150g）、しょうゆ（大
さじ 1.5）、レモン果汁（大さじ 1.5）、みりん（大さじ１）

糖尿病を予防するための６か条

テーマ
「糖尿病を予防する�」


